
昭
和
二
十
六
年
十
月

北

海

道

総

合

開

発

計

画

北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
第
一
編

（
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
）

北

海

道

開

発

庁



北

海

道

開

発

法

第
二
条

国
は
、
国
民
経
済
の
復
興
及
び
人
口
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
た
め
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
（
以
下
「
開
発
計
画
」
と
い
う

）
を

。

樹
立
し
、
こ
れ
に
基
く
事
業
を
昭
和
二
十
六
年
度
か
ら
当
該
事
業
に
関
す
る
法
律
（
こ
れ
に
基
く
命
令
を
含
む

）
の
規
定
に
従
い
、
実
施

。

す
る
も
の
と
す
る
。

２

開
発
計
画
は
、
北
海
道
に
お
け
る
土
地
、
水
面
、
山
林
、
鉱
物
、
電
力
そ
の
他
の
資
源
を
総
合
的
に
開
発
す
る
た
め
の
計
画
と
し
、
そ

の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。



昭
和
二
十
六
年
十
月
六
日

北
海
道
開
発
審
議
会
会
長

小

川

原

政

信

北
海
道
開
発
庁
長
官

野

田

卯

一

殿

北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
樹
立
に
つ
い
て

本
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た
北
海
道
総
合
開
発
計
画
及
び
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
ヶ
年
実

施
計
画
第
一
編
（
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
）
に
つ
い
て
は
、
愼
重
審
議
い
た
し
ま

し
た
結
果
適
当
と
認
め
ま
す
。

右
答
申
い
た
し
ま
す
。



昭
和
二
十
六
年
十
月
五
日

北
海
道
開
発
庁
長
官

野

田

卯

一

北
海
道
開
発
審
議
会
会
長

小

川

原

政

信

殿

北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
樹
立
に
つ
い
て

別
冊
の
北
海
道
総
合
開
発
計
画
及
び
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
第
一
編

（

）

、

。

公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係

を
樹
立
し
た
が

こ
れ
に
関
し
て
審
議
せ
ら
れ
た
い

右
諮
問
い
た
し
ま
す
。



北

海

道

総

合

開

発

計

画

一
、
計

画

の

目

的

戦
後
四
つ
の
島
に
と
じ
こ
め
ら
れ
た
わ
が
国
に
お
い
て
、
豊
富
な
る
未
開
発
資
源
と
広
大
な
る
地
域
を
有

す
る
北
海
道
の
開
発
は
、
経
済
自
立
の
問
題
、
人
口
解
決
の
問
題
併
せ
て
国
民
の
志
気
の
問
題
等
よ
り
み

て
絶
対
推
進
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
北
海
道
開
発
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
開
発
計
画
の
期
間

昭
和
二
七
年
度
か
ら
昭
和
三
六
年
度
ま
で
の
十
ヶ
年
計
画
と
し
前
期
五
ヶ
年
を
第
一
次
五
ヶ
年
計
画
、
後

期
五
ヶ
年
を
第
二
次
五
ヶ
年
計
画
と
す
る
。

三
、
開
発
事
業
の
構
想

北
海
道
の
開
発
に
当
つ
て
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
緊
急
且
つ
重
要
な
事
項
は
左
の
と
お
り
と
す
る
。

（

１

電
源
の
開
発
。

）（

２

交
通
運
輸
及
び
通
信
施
設
の
整
備
拡
充
。

）

一



二

（
３

治
水
利
水
の
促
進
。

）（

４

開
拓
及
び
土
地
改
良
の
推
進
。

）（

５

魚
田
開
発
及
び
漁
港
の
整
備
拡
充
。

）（

６

造
林
及
び
奥
地
林
の
開
発
。

）（

７

鉱
工
業
の
振
興
。

）（

８

住
宅
の
改
善
及
び
建
設
。

）（

９

開
発
の
基
本
調
査
。

）（

0

各
種
試
験
研
究
機
関
の
整
備
拡
充
等
。

1

）

し
か
し
て
第
一
次
五
ヶ
年
計
画
に
お
い
て
は
、
産
業
振
興
の
基
盤
と
な
る
基
礎
施
設
の
整
備
に
重
点
を
置

き
、
第
二
次
五
ヶ
年
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
の
基
盤
を
更
に
拡
充
強
化
す
る
と
共
に
、
各
種
産
業
の
飛
躍

的
発
展
を
企
図
す
る
こ
と
を
重
点
と
す
る
。

し
か
し
て
最
終
年
度
に
お
い
て
、
一
、
〇
〇
〇
万
人
の
人
口
を
包
容
す
る
経
済
力
を
附
与
す
る
こ
と
を
目

途
と
す
る
。

四
、
第
一
次
五
ヶ
年
計
画



第
一
次
五
ヶ
年
計
画
に
お
い
て
特
に
緊
急
施
策
と
し
て
強
力
に
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
は
次
の
事
項

と
す
る
。

（
１

産
業
開
発
の
原
動
力
と
な
る
電
源
の
開
発
。

）（

２

開
発
の
重
要
な
基
礎
施
設
中
特
に
先
行
せ
ら
る
べ
き
道
路
、
港
湾
、
河
川
等
の
整
備
拡
充
。

）（

３

食
糧
の
増
産
。

）（

４

開
発
の
基
本
調
査
。

）
（

電
源
の
開
発
。

一

）
（

水
力
三
〇
万
キ
ロ
ワ
ツ
ト
を
開
発
す
る
。

イ

）

石
狩
川
水
系
一
三
万
キ
ロ
ワ
ツ
ト

内

十
勝
川
水
系
十
五
万
キ
ロ
ワ
ツ
ト

（

火
力
六
万
キ
ロ
ワ
ツ
ト
を
発
電
す
る
。

ロ

）（

送
配
変
電
設
備
の
改
善
。

ハ

）（

電
源
開
発
に
要
す
る
資
金
に
つ
い
て
は
、
財
政
資
金
及
び
外
資
導
入
を
考
慮
す
る
。

ニ

）（

別
に
小
水
力
一
万
五
千
キ
ロ
ワ
ツ
ト
を
開
発
す
る
。

ホ

）

三



四

（

道
路
、
港
湾
、
河
川
等
の
整
備
拡
充
。

二
）

（

道

路

イ
）

幹
線
道
路
の
整
備

産
業
幹
線
道
路
の
建
設

橋
梁
の
永
久
構
造
化

（

港

湾

ロ

）

小
樽
、
室
蘭
、
函
館
、
釧
路
及
び
留
萌
の
五
港
に
つ
い
て
は
内
外
国
貿
易
港
、
そ
の
他
に
つ

い
て
は
内
国
貿
易
港
、
避
難
港
若
し
く
は
資
源
開
発
港
と
し
て
整
備
改
良
を
行
う
。

（

鉄

道

ハ

）

一
三
新
線
を
建
設
す
る
。

新
線
建
設
に
要
す
る
資
金
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
よ
り
繰
入
れ
る
よ
う
考
慮
す
る
。

（

河

川

ニ

）

国
土
保
全
の
た
め
重
要
河
川
及
び
特
殊
河
川
の
改
修
を
行
う
。

継
続
の
も
の

三
六
河
川
（
う
ち
特
殊
河
川

九
）



新
規
の
も
の

八
三
河
川
（
う
ち
特
殊
河
川
四
一
）

（

食
糧
の
増
産

三
）

（

土

地

改

良
（
か
ん
が
い
、
排
水
、
客
土
等
）
延
面
積
五
〇
万
町
歩

イ
）（

耕

土

改

良
（
心
土
混
層
耕
、
酸
性
矯
正
等
）
延
面
種
六
〇
万
町
歩

ロ

）（
酪

農

振

興
（
乳

牛
）

一
一
万
五
千
頭

ハ

）（

開

拓
（
開

墾
）

一
五
万
町
歩

ニ

）（

漁
港
の
整
備

六
九
港

ホ

）
（

開
発
の
基
本
調
査

四

）
（

地
域
別
基
本
調
査
（
九
地
域
）

イ

）（

地
下
資
源
の
開
発
調
査

ロ

）

右
の
施
策
に
よ
る
第
一
次
五
ヶ
年
計
画
の
開
発
目
標
は
左
の
と
お
り
と
す
る
。

五



六

開

発

目

標

区

分

単

位

三
一
年
度

Ｂ

二
四
年
度
乃
至
二
五
年
度

Ａ

Ｂ
－
Ａ

備

考

（

）

（

）

耕

地

万

町

歩

九
五

主
食
に
は
米
、
麦
類
、
大

七
四

一
二
八

乳

牛

千

頭

一
一
五

豆
、
馬
鈴
薯
、
牛
乳
を
含

五
三

二
一
七

主
食

米
換
算

万

石

八
〇
〇

む
。

（

）

五
〇
〇

一
六
〇

二
五

一
四
〇

水

産

千

万

貫

三
五

三
〇

二
〇
五

電

力

水
力

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

六
一
、
五

（

）

二
三

一
二
六

〃

火
力

〃

二
九

（

）

四
二
八

一
四
〇

人

口

万

人

六
〇
〇

五
、
資

金

計

画

以
上
の
第
一
次
五
ヶ
年
計
画
を
遂
行
す
る
た
め
の
所
要
資
金
計
画
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

総

事

業

費

四
、
三
三
五
億
円

内

訳公

共

事

業

費

一
、
三
〇
〇
億
円

産

業

経

済

費

一
〇
二

〃

特

別

会

計

三
二
一

〃



道

費

一
六
六
億
円

市

町

村

費

一
五
二

〃

民

間

資

金

二
、
二
九
四

〃

六
、
実

施

計

画

（

１

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画

）
（

実
施
計
画
第
一
編
と
し
て
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
の
分
を
、
特
別
会
計
及
び
そ
の

イ

）

他
と
切
り
離
し
て
、
別
冊
の
と
お
り
樹
立
し
た
。

（

特
別
会
計
及
び
そ
の
他
に
関
す
る
実
施
計
画
は
、
第
二
編
以
下
と
し
て
別
途
樹
立
す
る
も
の
と

ロ

）

す
る
。

（

２

第
二
次
五
ヶ
年
実
施
計
画

）

別
途
樹
立
す
る
も
の
と
す
る
。

七



北

海

道

総

合

開

発

第

一

次

五

ヶ

年

実

施

計

画

第

一

編

大

要

（
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
）



第

一

次

五

ヶ

年

実

施

計

画

第

一

編

大

要

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
第
一
編
（
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
）
の
大
要
は
左
の
と
お
り

で
あ
る
。

（

１

道

路

）
（

昭
和
三
一
年
度
に
お
け
る
自
動
車
交
通
可
能
路
線
の
総
延
長
を
一
万
五
千
粁
に
達
せ
し
め
る
。

イ

）（

直
轄
道
路
と
し
て

ロ

）

一

般

道

路

二
、
八
〇
〇
粁

舗

装

道

路

二
〇
〇
〃

開

拓

道

路

一
、
七
〇
〇
〃

を
改
良
し
、

又
、
三
〇
〇
粁
の
補
修
を
行
う
。

（

補
助
道
路
と
し
て

ハ

）

九



一
〇

一

般

道

路

一
、
九
〇
〇
粁

資

源

開

発

道

路

九
六
〇
〃

を
改
良
し
、

又
二
、
〇
〇
〇
粁
の
補
修
を
行
う
。

（

永
久
橋
架
換
一
四
、
五
〇
〇
米
、
橋
梁
補
修
一
九
、
五
〇
〇
米
を
行
う
。

ニ

）
（

２

港

湾

）

小
樽
、
室
蘭
、
函
館
、
釧
路
及
び
留
萌
の
五
港
は
内
国
貿
易
は
も
と
よ
り
外
国
貿
易
を
も
充
分
考

慮
に
入
れ
、
稚
内
、
根
室
、
網
走
、
岩
内
及
び
紋
別
の
五
港
は
重
要
内
国
貿
易
港
と
し
て
整
備
改

良
す
る
と
共
に
こ
の
外
避
難
港
、
連
絡
港
若
し
く
は
資
源
開
発
港
と
し
て
二
六
港
を
整
備
す
る
。

（

３

河
川
及
び
砂
防

）
（

既
耕
地
及
び
未
墾
地
保
全
の
た
め
、
左
の
と
お
り
重
要
河
川
の
改
修
を
図
る
と
共
に
、
土
地
改

イ

）

良
及
び
開
拓
と
直
接
関
係
あ
る
特
殊
河
川
の
改
修
を
行
い
、
既
耕
地
一
四
万
町
歩
、
未
墾
地
七

万
町
歩
を
防
護
す
る
。

継
続
の
も
の

三
六
河
川
（
う
ち
特
殊
河
川

九
）



新
規
の
も
の

八
三
河
川
（
う
ち
特
殊
河
川
四
一
）

（

発
電
と
関
係
あ
る
河
川
総
合
開
発
と
し
て
、
幾
春
別
及
び
芦
別
の
ダ
ム
を
完
成
す
る
。

ロ
）（

河
川
の
荒
廃
防
止
及
び
海
岸
浸
蝕
防
止
の
た
め
、
河
川
砂
防
工
事
及
び
海
岸
工
事
を
行
う
。

ハ

）
（

４

農

業

）
（

昭
和
三
一
年
度
に
お
け
る
食
糧
総
生
産
量
を
八
〇
〇
万
石
（
米
換
算
）
に
達
せ
し
め
る
。

イ

）（

土
地
改
良
と
し
て
石
狩
川
水
域
泥
炭
地
開
発
、
か
ん
が
い
排
水
、
客
土
に
重
点
を
お
き
、
延
面

ロ

）

積
五
〇
万
町
歩
を
改
良
す
る
。

（

耕
土
改
良
と
し
て
機
械
化
に
よ
る
心
土
混
層
耕
、
酸
性
矯
正
、
自
給
肥
料
施
設
、
傾
斜
農
耕
地

ハ

）

保
全
を
行
い
、
延
面
積
六
〇
万
町
歩
を
改
良
す
る
。

（

酪
農
振
興
と
し
て
無
牛
農
家
、
開
拓
農
家
、
甜
菜
耕
作
農
家
に
乳
牛
の
貸
付
を
行
い
、
昭
和
三

ニ

）

一
年
度
に
お
い
て
飼
育
頭
数
一
一
万
五
千
頭
に
達
せ
し
め
る
。

（

開
拓
は
新
規
入
植
毎
年
四
千
戸
程
度
と
し
、
一
五
万
町
歩
を
開
墾
す
る
。

ホ

）

又
開
拓
地
の
交
通
機
関
と
し
て
簡
易
軌
道
一
一
〇
粁
を
建
設
す
る
。

（

５

水

産

業

）

一
一



一
二

（

昭
和
三
一
年
度
に
お
け
る
漁
獲
高
を
三
億
五
千
万
貫
に
達
せ
し
め
る
。

イ

）（
漁
港
九
〇
港
を
着
工
し
、
六
九
港
を
整
備
す
る
。

ロ

）（
魚
田
開
発
を
推
進
し
、
又
鮭
、
鱒
の
孵
化
事
業
を
促
進
す
る
。

ハ

）
（

６

林
業
及
び
治
山

）
（

民
有
林
二
二
万
町
歩
の
造
林
を
行
う
。

イ

）（

奥
地
民
有
林
開
発
の
た
め
林
道
七
四
〇
粁
を
新
設
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
林
分
の
成
長
を
促
進
す

ロ

）

る
と
共
に
、
木
材
伐
採
量
を
年
標
準
伐
採
量
七
三
〇
万
石
に
到
達
せ
し
め
る
。

（

国
土
保
全
の
た
め
民
有
林
治
山
事
業
と
し
て
荒
廃
地
復
旧
、
地
隙
復
旧
及
び
水
源
涵
養
林
、
防

ハ

）

風
林
、
防
霧
林
の
造
成
等
三
万
町
歩
を
行
う
。

（

７

住

宅

）

公
営
住
宅
一
万
戸
を
、
な
る
べ
く
寒
地
向
様
式
に
て
建
設
す
る
。

（

８

都
市
計
画
及
び
水
道

）
（

都
市
計
画
は
一
五
市
、
三
〇
町
、
二
村
に
つ
き
整
備
す
る
。

イ

）（

水
道
は
上
水
道
二
一
ヶ
所
、
下
水
道
五
ヶ
所
に
つ
き
整
備
す
る
。

ロ

）



（
９

地
域
別
基
本
調
査

）

北
海
道
を
九
地
域
（
石
狩
、
天
北
、
紋
別
、
網
走
、
根
釧
、
十
勝
、
日
高
、
後
胆
、
道
南
）
に
分

け
、
そ
の
地
域
の
重
点
開
発
事
項
の
基
本
調
査
を
行
い
、
地
域
ご
と
に
開
発
計
画
を
樹
立
し
て
開

発
を
推
進
す
る
。

（

0

地
下
資
源
の
開
発
調
査

1

）
（

五
万
分
の
一
地
質
図
幅
一
八
〇
枚
を
完
了
す
る
。

イ

）（

鉱
床
調
査
及
び
探
鉱
調
査
を
各
一
〇
〇
地
区
に
つ
い
て
行
う
。

ロ

）
（

1

資

金

計

画

1

）

以
上
の
第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
第
一
編
を
遂
行
す
る
た
め
の
所
要
資
金
計
画
は
別
表
の
と
お
り

に
し
て
、
そ
の
国
費
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
第
一
期
拓
殖
計
画

及
び
北
海

自
明
治
四
三
年

至
大
正
一
五
年

道
第
二
期
拓
殖
計
画

の
時
代
に
と
ら
れ
た
国
費
の
財
源
措
置
の
例
に
な
ら
い
、
左

自
昭
和

二
年

至
昭
和
二
一
年

の
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

（

毎
年
度
開
発
費
の
定
額
財
源
と
し
て
国
庫
一
般
会
計
よ
り
百
億
円
を
充
当
す
る
こ
と
。

一

）（

北
海
道
内
に
お
け
る
国
庫
一
般
会
計
歳
入
と
北
海
道
開
発
費
を
除
い
た
歳
出
予
算
と
を
比

二

）

一
三



一
四

較
し
て
そ
の
歳
入
超
過
額
を
毎
年
度
の
開
発
費
の
財
源
と
す
る
こ
と
。

（

年
金
及
び
恩
給
、
国
防
上
必
要
な
経
費
は
、
財
源
計
算
上
北
海
道
に
お
け
る
歳
出
よ
り
除

三
）

外
す
る
こ
と
。

右
の
構
想
に
よ
つ
て
昭
和
二
七
年
度
以
降
五
ヶ
年
間
の
国
費
の
財
源
予
定
額
を
推
算
す
る
に
、

第

一

項

の

定

額

財

源

五
〇
〇
億
円

第
二
項
の
歳
入
超
過
財
源

一
、
〇
五
三

〃

計

一
、
五
五
三

〃

と
な
る
。



別

表

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
第
一
編
所
要
資
金
計
画

（
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
）

（
単
位
億
円
）

資

金

負

担

区

分

区

分

事

業

費

備

考

国

費

道

費

市
町
村
費

民

間

公
共
事
業
費

産
業
経
済
費

道

路

三
八
〇

三
二
五

〇

三
〇

二
五

〇

港

湾

八
二

八
二

〇

〇

〇

〇

河

川

三
三
二

三
〇
〇

〇

三
二

〇

〇

砂

防

一
二

八

〇

四

〇

〇

農

業

七
八
七

四
一
〇

八
六

三
一

五

二
五
五

水

産

一
四
一

七
五

五

二
二

二
一

一
八

林

業

九
四

五
〇

〇

一
四

〇

三
〇

住

宅

七
五

四
〇

〇

〇

三
五

〇

都

市

一
〇

五

〇

〇

五

〇

水

道

一
八

五

〇

二

一
一

〇

地

域

別

調

査

六

〇

六

〇

〇

〇

選
炭
研
究
所
設
置

地
下
資
源
調
査

一
〇

〇

五

一

〇

四

を
含
む

計

一
、
九
四
七

一
、
三
〇
〇

一
〇
二

一
三
六

一
〇
二

三
〇
七

一
五



一
六

備

考
右
の
外
、
国
費
に
お
い
て

一
、
開
発
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
人
件
費
事
務
費

四
四
億
円

二
、
災
害
復
旧
費
及
び
予
備
費

一
〇
七

〃

計

一
五
一

〃

で
あ
る
の
で
国
費
の
合
計
は
一
、
五
五
三
億
円
と
な
る
。



北

海

道

総

合

開
発

第

一

次

五

ヶ

年

実

施

計

画

第

一

編

（
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
）



は

し

が

き

こ

の

北

海

道

総

合

開

発

第

一

次

五

ヶ

年

実

施

計

画

第

一

編

は

、

公

共

事

業

費

及

び

産

業

経

済

費

関

係

の

分

を

、

特

別

会

計

そ

の

他

の

分

か

ら

切

り

離

し

て

樹

立

し

た

も

の

で

あ

る

。

な

お

本

編

の

関

連

事

項

と

し

て

記

載

し

て

あ

る

特

別

会

計

及

び

そ

の

他

の

分

は

、

北

海

道

総

合

開

発

計

画

の

一

環

と

し

て

そ

の

計

画

大

綱

を

参

考

ま

で

に

記

し

た

も

の

で

、

こ

れ

ら

の

実

施

計

画

は

第

二

編

以

下

と

し

て

別

途

樹

立

す

る

。



北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
第
一
編

（
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
）

目

次

は

し

が

き

（
一
）

資

源

か

ら

見

た

北

海

道

の

地

位
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

（
二
）

開

発

計

画

の

構

想
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

（
三
）

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
の
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

（

１

開

発

の

目

標
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

）（

２

道

路
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

）（

３

港

湾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

）（

４

河

川

及

び

砂

防
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

）（

５

農

業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

）（

６

水

産

業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

）（

７

林

業

及

び

治

山
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

）（

８

住

宅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

）（

９

都
市
計
画
及
び
水
道
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

）（

0

地

域

別

基

本

調

査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

1

）



（

1

地
下
資
源
の
開
発
調
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二

1
）（

2

電

力
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二

1
）（

3

鉄

道
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三

1

）（

4

電
気
通
信
及
び
郵
政
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四

1

）（

5

鉱

工

業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五

1

）

（
四
）

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
の
実
施
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五

（

１

資

金

計

画
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五

）（

２

所
要
資
材
及
び
労
力
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七

）

別

冊

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
第
一
編
附
表

（

１

所

要

資

金

計

画

）（

２

年

次

別

所

要

資

金

計

画
）（

３

事

業

別

所

要

資

金

計

画

）（

４

年
次
別
事
業
別
所
要
資
金
計
画

）

別

添

石

狩

川

水

域

開

発

計

画

概

要



北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
第
一
編

（
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
）

（

一

資
源
か
ら
み
た
北
海
道
の
地
位

）

貧
困
な
る
資
源
と
過
剰
な
る
人
口
と
に
悩
み
を
も
つ
日
本
に
と
っ
て
、
そ
の
自
立
経
済
の
確
立
を
期
す
る
方
法
と
し
て
根
本
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
一
、
国
内
資
源
の

開
発

二
、
輸
出
の
振
興

で
あ
る
。

し
か
る
に
輸
出
の
振
興
並
び
に
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
輸
入
の
確
保
は
、
国
際
状
勢
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
多
く
、
そ
こ
に
一
定
の
限
界
と
制
約
の
あ
る
こ
と
は
争

わ
れ
な
い
事
実
で
あ
る
。

従
っ
て
国
内
に
あ
る
資
源
は
、
で
き
る
限
り
開
発
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
未
開
発
に
し
て
豊
富
な
資
源
を
有
す
る
北
海
道
の
開
発
こ
そ
国
策
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
が

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

次
に
北
海
道
に
賦
存
す
る
未
開
発
資
源
を
概
観
す
る
。

（

１

食
糧
事
情
か
ら
み
た
土
地
資
源

）

日
本
の
食
糧
の
需
給
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
二
四
年
度
に
お
い
て
は
二
八
四
万
屯
（
玄
米
換
算
一
、
九
〇
〇
万
石
）
二
五
年
度
に
お
い
て
は
二
三
〇
万
屯
（
一
、

五
〇
〇
万
石
）
の
輸
入
量
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
輸
入
総
額
に
対
す
る
割
合
は
約
四
〇
％
に
も
達
し
、
重
要
原
料
の
輸
入
に
大
き
な
支
障
を
与
え
て
い
る
現
状
で
あ

る
。従

っ
て
食
糧
増
産
に
関
し
て
は
自
立
経
済
計
画
に
お
い
て
も
重
要
視
し
、
昭
和
二
八
年
度
に
約
一
、
〇
〇
〇
万
石
の
増
産
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
北
海
道

に
お
け
る
広
大
な
既
耕
地
の
生
産
力
の
高
度
化
と
、
全
国
一
五
五
万
町
歩
の
未
墾
地
の
う
ち
約
五
〇
％
を
占
め
る
七
九
万
町
歩
を
開
墾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
海
道

が
食
糧
増
産
に
受
持
つ
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

（

２

水

産

資

源

）

一



二

日
本
は
過
去
に
お
い
て
世
界
第
一
の
漁
業
国
と
し
て
、
世
界
漁
業
生
産
高
の
約
四
分
の
一
を
生
産
し
て
い
た
。
し
か
る
に
終
戦
と
共
に
南
方
及
び
北
方
漁
場
を
喪
失

し
た
の
で
、
年
間
漁
獲
高
は
一
〇
億
乃
至
一
五
億
貫
か
ら
五
億
乃
至
七
億
貫
に
半
減
し
た
。
北
海
道
も
戦
前
は
世
界
三
大
漁
場
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
四
億
貫
前
後
に
し

て
、
全
国
総
漁
獲
高
の
約
三
分
の
一
を
占
め
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
千
島
及
び
南
樺
太
を
含
む
北
方
漁
場
の
喪
失
に
よ
っ
て
減
少
し
、
現
在
で

は
約
二
億
五
千
万
貫
の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
今
な
お
わ
が
国
の
水
産
資
源
に
と
っ
て
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
い
る
。

（

３

森

林

資

源
）

北
海
道
は
森
林
面
積
五
四
五
万
町
歩
に
し
て
、
全
国
の
二
一
％
、
蓄
積
量
に
お
い
て
は
一
八
億
石
で
全
国
の
三
一
％
を
占
め
て
い
る
。

た
だ
従
来
は
運
搬
に
便
な
る
と
こ
ろ
の
み
が
伐
採
さ
れ
、
し
か
も
造
林
が
こ
れ
に
伴
は
な
か
っ
た
た
め
偏
在
的
な
過
伐
と
な
っ
て
い
る
が
、
将
来
こ
の
植
伐
方
法
を
合

理
的
に
施
行
す
る
な
ら
ば
、
わ
が
国
に
と
り
貴
重
な
森
林
資
源
と
な
る
。

（

４

地

下

資

源

）

北
海
道
は
地
下
資
源
の
豊
富
な
賦
存
地
と
し
て
、
わ
が
国
に
と
り
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
特
に
石
炭
に
お
い
て
は
全
国
埋
蔵
量
一
六
二
億
屯
の
う

ち
、
そ
の
半
ば
の
八
〇
億
屯
が
北
海
道
に
賦
存
し
て
お
り
、
現
在
出
炭
高
に
お
い
て
九
州
は
北
海
道
よ
り
優
位
に
あ
る
が
、
九
州
炭
の
採
掘
は
次
第
に
困
難
性
を
増
し

生
産
の
重
点
は
漸
次
北
海
道
に
移
行
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
北
海
道
炭
は
高
品
位
で
あ
っ
て
、
京
浜
方
面
の
工
業
原
料
又
は
動
力
源
と
し
て
大
き
な
貢
献
を
し
て
い

る
。
そ
の
他
北
海
道
の
地
下
資
源
は
、
鉱
種
が
多
く
金
銀
を
始
め
、
銅
、
マ
ン
ガ
ン
、
鉛
亜
鉛
を
産
出
す
る
外
、
本
道
特
産
の
ク
ロ
ー
ム
、
石
綿
、
水
銀
、
重
晶
石
、

砂
白
金
を
生
産
す
る
。

（

二

開
発
計
画
の
構
想

）

北
海
道
の
開
発
計
画
を
樹
立
す
る
に
当
っ
て
、
そ
の
期
間
を
昭
和
二
七
年
度
か
ら
昭
和
三
六
年
度
ま
で
の
十
ヶ
年
計
画
と
し
、
前
期
五
ヶ
年
を
第
一
次
五
ヶ
年
実
施

計
画
、
後
期
五
ヶ
年
を
第
二
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
と
す
る
。

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
は
産
業
振
興
の
基
礎
と
な
る
べ
き
施
設
の
整
備
拡
充
に
重
点
を
お
く
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（

１

産
業
開
発
の
原
動
力
と
な
る
電
源
の
開
発

）（

２

開
発
の
重
要
な
基
礎
施
設
中
特
に
先
行
せ
ら
る
べ
き
道
路
、
港
湾
、
河
川
等
の
整
備
拡
充

）（

３

食

糧

の

増

産

）（

４

地
域
別
基
本
調
査
及
び
地
下
資
源
の
開
発
調
査

）



後
期
の
第
二
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
に
お
い
て
は
、
前
期
計
画
の
基
盤
を
更
に
拡
充
強
化
す
る
と
共
に
、
各
種
産
業
の
飛
躍
的
発
展
を
図
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
。

か
く
て
本
計
画
の
実
施
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
の
最
終
年
次
昭
和
三
一
年
度
に
お
い
て
人
口
は
約
六
〇
〇
万
人
と
な
る
見
込
で
あ
る
。
本
計
画
の
実
施

に
よ
ら
ず
自
然
増
の
み
を
基
準
と
し
て
推
計
す
れ
ば
、
三
一
年
度
に
は
約
四
九
〇
万
人
と
な
り
、
こ
れ
を
昭
和
二
五
年
度
に
比
較
す
る
と
約
六
〇
万
人
の
増
加
と
な
る
に

過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
第
一
次
計
画
の
実
施
に
よ
る
人
口
は
、
こ
の
自
然
増
よ
り
も
約
一
一
〇
万
人
多
く
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

後
期
の
五
ヶ
年
間
に
お
い
て
は
、
産
業
の
高
度
化
に
よ
り
人
口
の
収
容
力
は
著
し
く
増
加
し
、
最
終
年
次
昭
和
三
六
年
度
に
お
い
て
、
約
一
、
〇
〇
〇
万
人
の
人
口
収

容
を
期
待
し
う
る
見
込
で
あ
る
。

（

三

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
の
概
要

）
（

１

開

発

の

目

標

）

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
の
所
要
総
事
業
費
は
四
、
三
三
五
億
円
（
う
ち
公
共
事
業
費
一
、
三
〇
〇
億
円
、
産
業
経
済
費
一
〇
二
億
円
）
に
し
て
、
計
画
最
終
年
次

昭
和
三
一
年
度
に
お
い
て
は
、
各
種
産
業
は
左
表
の
よ
う
に
飛
躍
的
に
発
展
す
る
見
込
で
あ
る
。

開
発
目
標
（
主
な
る
経
済
指
標
）

区

分

単

位

三
一
年
度(

Ｂ)
(

Ａ)

Ｂ
－
Ａ

備

考

二
四
乃
至

二
五
年
度

耕

地

万
町
歩

九
五

七
四

一
二
八

乳

牛

千

頭

一
一
五

五
三

二
一
七

主
食
は
米
、
麦
類
、
大
豆
、
馬

主

食
（
米
換
算
）

万

石

八
〇
〇

五
〇
〇

一
六
〇

鈴
薯
、
牛
乳
を
含
む

水

産

千
万
貫

三
五

二
五

一
四
〇

用

材

万

石

一
、
六
〇
〇

一
、
五
八
五

一
〇
〇

石

炭

万

屯

一
、
八
四
〇

一
、
一
五
〇

一
六
〇

電

力
（
水

力
）

六
一
・
五

三
〇

二
〇
五

万
キ
ロ

ワ
ッ
ト

〃

（
火

力
）

〃

二
九

二
三

一
二
六

人

口

万

人

六
〇
〇

四
二
八

一
四
〇

三



四

（
２

道

路

）
道
路
網
の
整
備
は
、
開
発
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
北
海
道
に
お
い
て
は
現
在
自
動
車
交
通
可
能
道
路
が
き
わ
め
て
僅
少
に
し
て
、
道
路
総
延
長
約
四
万
三

千
粁
の
う
ち
、
こ
れ
が
延
長
約
一
万
粁
余
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
密
度
は
九
州
、
東
北
に
比
較
し
て
約
二
五
乃
至
三
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
本
計
画
に
お
い
て
は
道
内
幹
線

道
路
網
の
整
備
と
、
開
拓
及
び
各
種
資
源
の
開
発
を
目
的
と
す
る
産
業
開
発
道
路
の
建
設
に
主
力
を
お
き
、
昭
和
三
一
年
度
に
お
い
て
自
動
車
交
通
可
能
路
線
の
延
長

を
約
一
万
五
千
粁
に
達
せ
し
め
る
こ
と
と
し
、
次
の
諸
施
策
を
実
施
す
る
。

（

イ

直
轄
道
路
と
し
て
、
一
般
道
路
二
、
八
〇
〇
粁
、
舗
装
道
路
二
〇
〇
粁
、
開
拓
道
路
一
、
七
〇
〇
粁
を
改
良
し
、
三
、
三
〇
〇
粁
の
補
修
を
行
う
。

）

又
補
助
道
路
と
し
て
一
般
道
路
一
、
九
〇
〇
粁
、
資
源
開
発
道
路
九
六
〇
粁
を
改
良
し
、
二
、
〇
〇
〇
粁
の
補
修
を
行
う
。

（

ロ

橋
梁
に
つ
い
て
は
永
久
橋
架
換
一
四
、
五
〇
〇
米
を
行
っ
て
永
久
構
造
化
を
図
り
、
又
橋
梁
補
修
一
九
、
五
〇
〇
米
を
行
う
。

）

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他－

国

費

道

路

二
七
五

二
七
五

二
七
五

道

費

道

路

六
二

二
〇

二
〇

四
二

市

町

村

費

道

路

八
一

三
〇

三
〇

五
一

計

四
一
八

三
二
五

三
二
五

九
三

（

３

港

湾

）

本
州
と
の
交
流
は
す
べ
て
海
運
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
宿
命
を
も
つ
北
海
道
に
お
い
て
は
、
貨
物
の
性
質
、
気
象
的
、
地
理
的
悪
条
件
と
相
俟
っ
て
、
港
湾
施
設
は

き
わ
め
て
必
要
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
整
備
は
著
し
く
立
遅
れ
、
輸
送
の
隘
路
を
な
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
本
計
画
に
お
い
て
は
三
六
港
を
対
象
と
し
、
こ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

の
う
ち
小
樽

室
蘭

函
館

釧
路
及
び
留
萌
の
五
港
は

内
国
貿
易
は
も
と
よ
り
外
国
貿
易
を
も
充
分
考
慮
に
入
れ

稚
内

根
室

網
走

岩
内
及
び
紋
別
の
五
港
は

重
要
内
国
貿
易
港
と
し
て
整
備
改
良
す
る
と
共
に
、
そ
の
他
の
港
湾
二
六
港
は
避
難
港
、
連
絡
港
、
若
し
く
は
資
源
開
発
港
と
し
て
整
備
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。



（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他

港

湾

一
二
二

八
二

八
二

四
〇

（

４

河

川

及

び

砂

防

）
（

イ

北
海
道
の
河
川
は
い
ま
だ
原
始
の
状
態
に
あ
っ
て
、
改
修
済
の
も
の
は
き
わ
め
て
僅
少
で
あ
る
。
従
っ
て
既
耕
地
二
八
万
町
歩
、
未
墾
地
一
〇
万
町
歩
が
河
川
洪

）

水
の
危
険
区
域
に
あ
る
。
本
計
画
に
お
い
て
は
上
記
の
既
耕
地
及
び
未
墾
地
の
保
全
の
た
め
に
左
の
と
お
り
重
要
河
川
の
改
修
を
図
る
と
共
に
、
土
地
改
良
及
び
開

拓
と
直
接
関
係
あ
る
特
殊
河
川
の
改
修
に
重
点
を
お
き
、
既
耕
地
一
四
万
町
歩
、
未
墾
地
七
万
町
歩
を
防
護
す
る
こ
と
と
す
る
。

継
続
の
も
の

三
六
河
川
（
う
ち
特
殊
河
川
九
）

新
規
の
も
の

八
三
河
川
（
う
ち
特
殊
河
川
四
一
）

（

ロ

発
電
と
関
係
あ
る
河
川
総
合
開
発
と
し
て
は
、
幾
春
別
、
芦
別
ダ
ム
の
二
ヶ
所
を
完
成
す
る
。

）（

ハ

河
川
の
荒
廃
防
止
及
び
海
岸
浸
蝕
防
止
の
た
め
の
河
川
砂
防
工
事
及
び
海
岸
工
事
を
実
施
す
る
。

）

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他

河

川

改

修

三
〇
九
・
七

二
七
九
・
三

二
七
九
・
三

三
〇
・
四

－

河

川

総

合

開

発

一
九

一
九

一
九

砂

防

一
二

八

八

四

海

岸

三
・
四

一
・
七

一
・
七

一
・
七

計

三
四
四
・
一

三
〇
八

三
〇
八

三
六
・
一

（

５

農

業

）

五



六

北
海
道
の
食
糧
を
自
給
し
、
更
に
日
本
の
食
糧
自
給
に
大
い
に
寄
与
せ
ん
が
た
め
、
本
計
画
に
お
い
て
は
寒
地
農
業
を
確
立
し
、
農
家
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と
に

充
分
の
配
慮
を
は
ら
い
、
昭
和
三
一
年
度
に
お
け
る
食
糧
総
生
産
量
八
〇
〇
万
石
（
米
換
算
）
を
到
達
目
標
と
し
て
、
次
の
諸
施
策
を
実
施
す
る
。

（

イ

土
地
改
良
と
し
て
石
狩
川
水
域
の
広
大
な
泥
炭
地
開
発
、
灌
漑
、
排
水
、
客
土
に
重
点
を
お
き
、
延
面
積
五
〇
万
町
歩
を
改
良
す
る
。

）（

ロ

耕
土
改
良
と
し
て
機
械
化
に
よ
る
心
土
混
層
耕
、
酸
性
矯
正
、
自
給
肥
料
施
設
、
傾
斜
農
耕
地
保
全
を
行
い
、
延
面
積
六
〇
万
町
歩
を
改
良
す
る
。

）（

ハ

酪
農
振
興
と
し
て
無
牛
農
家
、
開
拓
農
家
、
甜
菜
耕
作
農
家
に
乳
牛
の
貸
付
を
行
い
、
昭
和
三
一
年
度
に
お
い
て
飼
育
頭
数
一
一
万
五
千
頭
に
達
せ
し
め
る
。

）（

ニ

開
拓
と
し
て
は
開
拓
農
家
を
安
定
せ
し
め
る
た
め
、
入
植
地
区
の
建
設
工
事
の
整
備
に
重
点
を
お
き
、
新
規
入
植
は
毎
年
四
千
戸
程
度
と
す
る
。

）

こ
の
場
合
都
道
府
県
農
家
の
入
植
は
、
な
る
べ
く
分
村
計
画
に
よ
る
集
団
入
植
と
す
る
。
又
地
元
増
反
は
こ
れ
を
推
進
せ
し
め
る
。

こ
れ
に
よ
り
昭
和
三
一
年
度
に
お
い
て
入
植
戸
数
四
万
三
千
戸
、
開
墾
面
積
二
五
万
町
歩
に
達
せ
し
め
る
。

（

ホ

道
路
の
施
設
が
困
難
な
開
拓
地
の
交
通
機
関
と
し
て
、
簡
易
軌
道
一
一
〇
粁
を
建
設
す
る
。

）

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他

土

地

改

良

三
〇
五

二
〇
〇

二
〇
〇

一
〇
五

耕

土

改

良

一
六
四

六
七

九
七

－

酪

農

振

興

四
〇

一
七

二
三

－

開

拓

三
〇
三

二
一
二

二
一
〇

九
一

計

八
一
二

四
九
六

四
一
〇

三
一
六

（

６

水

産

業

）

北
海
道
の
水
産
業
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
主
要
な
る
地
位
を
占
め
、
食
糧
増
産
及
び
蛋
白
給
源
確
保
の
見
地
か
ら
強
力
な
生
産
増
強
の
必
要
が
あ
る
。
本
計
画
に
お

い
て
は
昭
和
三
一
年
度
に
お
け
る
漁
獲
高
の
到
達
目
標
を
三
億
五
千
万
貫
と
し
、
次
の
諸
施
策
を
実
施
す
る
。

（

イ

漁
港
の
整
備
に
重
点
を
お
き
九
〇
港
を
着
工
し
、
六
九
港
を
整
備
す
る
。

）



な
お
漁
獲
物
の
高
度
利
用
化
の
た
め
凍
冷
、
冷
蔵
設
備
を
拡
充
し
、
あ
わ
せ
て
冷
凍
船
、
冷
蔵
船
を
建
造
す
る
。

（

ロ

魚
田
開
発
を
推
進
し
優
秀
船
の
整
備
を
図
り
、
又
鮭
、
鱒
の
孵
化
事
業
を
促
進
す
る
。

）

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他

漁

港

一
〇
八

六
八

六
八

四
〇

魚

田

開

発

二
七

七

七

二
〇

高

度

利

用

一
五

一
五

－
－－

－

鮭

鱒

増

殖

六

六

計

一
五
六

八
一

七
五

七
五

（

７

林

業

及

び

治

山

）
（

イ

北
海
道
の
森
林
は
、
戦
時
中
及
び
終
戦
後
の
過
伐
に
よ
り
特
に
里
山
は
荒
廃
を
来
た
し
、
昭
和
二
四
年
度
末
に
お
け
る
要
造
林
面
積
五
八
万
町
歩
（
国
三
一
万
町

）

歩
、
民
二
七
万
町
歩
）
に
達
す
る
現
状
で
あ
る
。
な
お
五
ヶ
年
計
画
中
規
定
伐
採
等
に
よ
り
生
ず
る
要
造
林
面
積
を
加
え
る
と
、
昭
和
三
一
年
度
に
お
い
て
八
四
万

町
歩
（
国
四
一
万
町
歩
、
民
四
三
万
町
歩
）
と
な
る
が
、
こ
の
う
ち
最
も
緊
急
を
要
す
る
三
三
万
町
歩
（
国
一
一
万
町
歩
、
民
二
二
万
町
歩
）
を
造
林
す
る
こ
と
と

す
る
。

（

ロ

奥
地
林
を
積
極
的
に
開
発
す
る
た
め
に
、
林
道
一
、
五
三
〇
粁
（
国
七
九
四
粁
、
民
七
三
六
粁
）
軌
道
三
八
二
粁
（
国
）
を
新
設
す
る
。

）

こ
れ
に
よ
り
林
分
の
生
長
を
促
進
す
る
と
共
に
、
木
材
伐
採
量
を
年
標
準
伐
採
量
二
、
二
〇
〇
万
石
（
国
一
、
四
七
四
万
石
、
民
七
二
六
万
石
）
に
到
達
す
る
よ
う

計
画
し
た
が
、
全
道
需
要
量
は
年
三
、
〇
〇
〇
万
石
を
突
破
す
る
た
め
、
需
要
の
圧
縮
、
他
の
資
材
え
の
転
換
等
の
措
置
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（

ハ

国
土
保
全
の
た
め
民
有
林
治
山
事
業
と
し
て
、
荒
廃
地
復
旧
及
び
水
源
涵
養
林
、
防
風
林
、
防
霧
林
の
造
成
等
三
万
町
歩
を
実
施
す
る
。
特
に
こ
の
う
ち
に
は
新

）

規
計
画
と
し
て
、
十
勝
岳
山
麓
の
傾
斜
畑
地
一
帯
に
起
っ
て
い
る
地
隙
安
定
の
た
め
の
地
隙
復
旧
林
及
び
防
火
林
、
魚
付
林
の
造
成
が
含
ま
れ
る
。

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

七



八
（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

特

別

会

計

そ

の

他

造

林

一
一
九

七
七

三
一

四
六

四
二

林

道

及

軌

道

三
九

三
四

三

三
一

五

治

山

二
三

一
五

一
五

八

－
計

一
八
一

一
二
六

四
九

七
七

五
五

（

８

住

宅

）

終
戦
後
急
速
に
人
口
が
増
加
し
た
の
で
住
宅
は
甚
し
く
不
足
し
、
現
在
で
も
一
二
万
戸
に
達
す
る
。
し
か
も
将
来
開
発
と
比
例
し
て
人
口
は
増
加
す
る
た
め
、
住
宅

の
需
要
は
益
々
増
加
し
、
五
ヶ
年
間
に
総
計
四
〇
万
戸
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
。
本
計
画
に
お
い
て
資
金
、
資
材
を
考
慮
し
て
、
重
要
産
業
労
務
者
用
住
宅
、
公
営
住

宅
及
び
開
拓
者
住
宅
に
つ
い
て
特
に
確
保
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
結
果
自
己
資
金
で
建
設
さ
れ
る
も
の
を
加
え
て
二
七
万
戸
が
建
設
さ
れ
る
。

な
お
住
宅
は
寒
地
向
様
式
に
切
換
え
る
こ
と
に
努
め
、
特
に
公
営
住
宅
建
設
に
お
い
て
は
、
木
造
建
築
を
廃
し
、
簡
易
耐
火
構
造
と
す
る
。

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他

住

宅

五
七
九

四
〇

四
〇

五
三
九

（

９

都
市
計
画
及
び
水
道

）
（

イ

都
市
計
画
は
、
一
五
市
、
三
〇
町
、
二
村
に
つ
き
重
要
幹
線
路
を
始
め
都
市
水
利
、
公
共
施
設
等
の
整
備
を
行
う
。

）（

ロ

水
道
は
上
水
道
二
一
ヶ
所
、
下
水
道
五
ヶ
所
を
整
備
す
る
。

）

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。



（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他

都

市

計

画

一
七

五

五

一
二

水

道

二
三

五

五

一
八

計

四
〇

一
〇

一
〇

三
〇

（

0

地

域

別

基

本

調

査

1

）

北
海
道
は
地
積
が
広
大
で
あ
り
、
地
勢
、
資
源
、
交
通
の
見
地
よ
り
こ
れ
を
地
域
的
に
分
け
て
み
る
と
各
々
そ
の
特
色
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
生
か
し
た
開
発
計
画

を
樹
て
る
こ
と
が
最
も
経
済
効
率
が
高
い
か
ら
、
左
の
と
お
り
地
域
を
設
け
、
そ
の
重
点
開
発
事
項
の
調
査
を
徹
底
的
に
実
施
す
る
と
共
に
こ
れ
が
開
発
を
推
進
せ
ん

と
す
る
。
別
添
の
石
狩
川
水
域
開
発
計
画
は
完
成
さ
れ
た
そ
の
一
例
に
し
て
、
地
域
の
一
部
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
。

（
一
）
石

狩

地

域

（

イ

石
狩
川
水
系
の
電
源
開
発

）（

ロ

石
狩
川
流
域
泥
炭
地
の
開
発

）（

ハ

上
川
地
方
の
土
壌
浸
蝕
地
帯
及
び
泥
炭
地
の
土
地
改
良

）（

ニ

大
雪
及
び
夕
張
奥
地
林
の
開
発

）（

ホ

鉱
業
都
市
の
建
設

）（

ヘ

石
炭
及
び
石
炭
関
連
工
業
の
振
興

）

（
二
）
天

北

地

域

（

イ

石
炭
利
用
工
業
の
振
興
と
油
田
の
開
発

）（

ロ

火
力
発
電
の
開
発

）（

ハ

重
粘
地
及
び
泥
炭
地
の
土
地
改
良
と
酪
農
の
振
興

）（

ニ

稚
内
及
び
留
萌
を
中
心
と
す
る
沿
岸
及
び
離
島
を
含
む
漁
業
の
振
興

）

九



一
〇

（

ホ

礼
文
島
及
び
武
蔵
堆
未
開
発
魚
田
の
開
発

）（
ヘ

沿
岸
防
風
林
の
設
定

）

（
三
）
紋

別

地

域

（

イ

紋
別
を
中
心
と
す
る
漁
業
の
振
興

）（

ロ

大
和
堆
未
開
発
魚
田
の
開
発

）（

ハ

重
粘
地
土
地
改
良
と
酪
農
の
振
興

）（

ニ

奥
地
林
の
開
発

）（

ホ

地
下
資
源
の
開
発

）

（
四
）
網

走

地

域

（

イ

網
走
を
中
心
と
す
る
漁
業
の
振
興

）（

ロ

北
見
地
方
の
特
用
作
物
及
び
酪
農
の
振
興

）（

ハ

知
床
奥
地
林
、
地
下
資
源
及
び
未
開
発
魚
田
の
開
発

）

（
五
）
根

釧

地

域

（

イ

石
炭
利
用
工
業
の
振
興

）（

ロ

火
力
発
電
の
開
発

）（

ハ

根
釧
原
野
の
開
発
と
酪
農
の
振
興

）（

ニ

根
室
及
び
釧
路
を
中
心
と
す
る
漁
業
の
振
興

）（

ホ

釧
路
及
び
知
床
未
開
発
魚
田
の
開
発

）（

ヘ

沿
岸
防
霧
林
の
設
定

）（

ト

釧
路
泥
炭
地
の
開
発

）（

チ

知
床
及
び
白
糠
奥
地
林
の
開
発

）

（
六
）
十

勝

地

域



（

イ

十
勝
川
水
系
の
電
源
開
発

）（

ロ

酪
農
及
び
農
畜
産
加
工
業
の
振
興

）（
ハ

無
水
及
び
土
壌
浸
蝕
地
帯
の
土
地
改
良

）（

ニ

十
勝
川
下
流
湿
地
帯
の
土
地
改
良

）（

ホ

沿
岸
防
霧
林
の
設
定

）

（
七
）
日

高

地

域
（

イ

浦
河
を
中
心
と
す
る
漁
業
の
振
興

）（

ロ

襟
裳
未
開
発
魚
田
の
開
発

）（

ハ

電

源

の

開

発

）（

ニ

奥
地
林
の
開
発

）（

ホ

地
下
資
源
の
開
発

）

（
八
）
後

胆

地

域

（

イ

勇
払
原
野
の
開
発
と
酪
農
の
振
興

）（

ロ

室
蘭
及
び
苫
小
牧
を
中
心
と
す
る
工
業
の
振
興
と
港
湾
の
整
備

）（

ハ

岩
内
を
中
心
と
す
る
漁
業
の
振
興

）（

ニ

積
丹
半
島
の
開
発

）（

ホ

太
平
洋
沿
岸
の
防
霧
林
の
設
定

）

（
九
）
道

南

地

域

（

イ

函
館
を
中
心
と
す
る
漁
業
及
び
工
業
の
振
興

）（

ロ

大
島
、
小
島
及
び
奥
尻
未
開
発
魚
田
の
開
発

）（

ハ

特
殊
土
壌
地
帯
の
開
発
と
酪
農
の
振
興

）（

ニ

大
沼
の
発
電
と
補
水
灌
漑

一
一

）



一
二

（

ホ

噴
火
湾
沿
岸
の
防
霧
林
の
設
定

）以
上
の
調
査
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他

－
－

地

域

別

調

査

六

六

（

1

地
下
資
源
の
開
発
調
査

1

）

地
下
資
源
の
開
発
を
促
進
す
る
に
は
、
ま
ず
精
密
な
地
質
鉱
床
の
調
査
を
行
い
、
有
望
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
は
、
物
理
探
鉱
及
び
試
錐
を
実
施
し
て
、
資
源
の
分

布
賦
存
状
態
と
埋
蔵
量
、
品
位
等
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

（

イ

地
質
図
幅
調
査
は
五
万
分
の
一
地
質
図
総
数
二
八
四
枚
中
現
在
調
査
の
完
了
し
て
い
る
も
の
は
僅
か
に
七
七
枚
に
し
て
、
残
り
の
二
〇
七
枚
は
調
査
未
着
手
又

）

は
未
完
了
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
本
計
画
に
お
い
て
は
こ
の
う
ち
一
八
〇
枚
の
調
査
を
完
了
す
る
。

（

ロ

鉱
床
調
査
は
有
望
視
さ
れ
て
い
る
鉱
種
順
位
に
従
い
一
〇
〇
地
区
の
調
査
を
実
施
す
る
。

）（

ハ

探
鉱
調
査
不
充
分
な
た
め
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
開
発
の
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
有
望
な
一
〇
〇
地
区
を
選
定
し
、
物
理
探
鉱
及
び
試
錐
を
行
っ
て

）

新
鉱
床
の
発
見
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
調
査
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他

地

下

資

源

調

査

八

三

五

－

（

2

電

力

1

）
（

イ

電
力
は
産
業
開
発
、
特
に
鉱
工
業
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
か
ら
、
本
計
画
に
お
い
て
重
点
施
策
と
す
る
。
北
海
道
に
お
け
る
包
蔵
水
力
一
二
五
万
Ｋ
Ｗ
の
う
ち

）



現
在
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
水
力
は
、
僅
か
に
二
四
％
の
三
〇
万
Ｋ
Ｗ
に
過
ぎ
ず
、
電
力
需
要
は
著
し
く
逼
迫
し
た
状
況
に
あ
る
を
以
っ
て
、
産
業
の
振
興
を
企
図

し
五
ヶ
年
間
に
三
〇
万
Ｋ
Ｗ
の
電
力
を
開
発
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
う
ち
石
狩
川
水
系
に
お
い
て
一
三
万
Ｋ
Ｗ
、
十
勝
川
水
系
に
お
い
て
一
五
万
Ｋ
Ｗ
を
開
発

す
る
。

（
ロ

火
力
発
電
と
し
て
は
、
北
海
道
は
石
炭
の
豊
富
な
る
産
地
で
あ
り
、
水
力
発
電
に
よ
れ
ば
、
工
期
が
長
期
に
し
て
か
つ
多
額
の
建
設
資
金
を
要
す
る
の
で
、
電

）

力
事
情
の
最
も
逼
迫
す
る
昭
和
二
六

二
八
年
度
に
、
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
近
く
に
六
万
Ｋ
Ｗ
の
火
力
発
電
所
を
建
設
す
る
。

│
（

ハ

送
配
変
電
設
備
の
強
化
と
改
善
に
よ
り
、
ロ
ス
の
軽
減
を
図
る
。

）（

ニ

農
漁
村
電
力
自
給
の
た
め
小
水
力
一
万
五
千
Ｋ
Ｗ
を
開
発
す
る
。

）

か
く
て
昭
和
三
一
年
度
に
お
け
る
総
発
生
電
力
は
、
現
在
の
約
七
〇
％
を
増
加
し
次
の
よ
う
に
な
る
。

三
一
年
度

二
六

三
一
年
度
間
増
加
量

│

水

力

六
一
・
五
万
Ｋ
Ｗ

三
一
・
五
万
Ｋ
Ｗ

火

力

二
九

万
Ｋ
Ｗ

六

万
Ｋ
Ｗ

計

九
〇
・
五
万
Ｋ
Ｗ

三
七
・
五
万
Ｋ
Ｗ

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

公

共

事

業

費

そ

の

他

水

力

三
〇
〇

三
〇
〇

－
－

火

力

三
〇

三
〇

－
－

送

配

変

電

設

備

一
七
〇

一
七
〇

－
－

小

水

力

二
〇

二
〇

－
－

計

五
二
〇

五
二
〇

－
－

（

3

鉄

道

1

）

一
三



一
四

（
イ

鉄
道
に
つ
い
て
は
既
存
施
設
の
改
良
整
備
を
急
ぐ
の
外
、
多
年
の
懸
案
た
る
新
線
の
開
設
に
意
を
用
い
、
新
線
二
七
路
線
（
約
一
、
七
〇
〇
粁
）
を
選
び
二
〇
ヶ

）
年
の
長
期
計
画
を
樹
立
し
、
各
線
の
開
発
効
果
を
勘
案
し
て
逐
次
新
設
を
行
う
こ
と
と
す
る
が
、
本
計
画
に
お
い
て
は
、
そ
の
緊
急
度
の
最
も
高
い
一
三
路
線
（
約

七
〇
〇
粁
）
を
選
び
、
う
ち
約
三
〇
〇
粁
の
新
設
を
行
う
。

こ
の
外
鉄
道
施
設
事
業
の
う
ち
、
開
発
上
不
可
欠
に
し
て
大
規
模
の
も
の
（
石
炭
積
出
設
備
の
増
強
、
単
線
区
間
の
複
線
化
、
主
要
操
車
場
の
整
備
等
）
を
採
り

上
げ
た
。

（

ロ

私
設
鉄
道
に
つ
い
て
は
本
計
画
に
お
い
て
石
炭
の
増
産
に
伴
う
新
鉱
開
発
地
点
に
、
新
設
六
線
（
約
四
五
粁
）
を
建
設
す
る
こ
と
と
す
る
。

）

以
上
の
計
画
の
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
鉄
道
新
設
に
関
し
て
は
現
在
の
独
立
採
算
制
で
は
実
施
困
難
で
あ
る
か
ら
、
一
般
会
計
よ
り
の
繰
り
入
れ
に

よ
り
負
担
す
る
特
別
の
財
政
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

特

別

会

計

そ

の

他－

国

有

鉄

道

一
一
〇

一
一
〇

一
一
〇

私

設

鉄

道

八

八

－
－

計

一
一
八

一
一
〇

一
一
〇

八

（

4

電
気
通
信
及
び
郵
政

1

）

電
気
通
信
及
び
郵
政
施
設
に
つ
い
て
は
、
開
発
の
誘
因
的
基
本
施
設
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
等
の
整
備
拡
充
を
図
り
、
線
路
、
局
舎
、
局
内
装
置
等
の
基
礎
設
備
に
重

点
を
お
く
。

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

特

別

会

計

そ

の

他－

電

信

施

設

一

・
二

一
・
二

一
・
二



－

電

話

施

設

一
一
三
・
八

一
一
三
・
八

一
一
三
・
八

－
郵

政

施

設

一
九

一
九

一
九

－

計

一
三
四

一
三
四

一
三
四

（

5

鉱

工

業

1

）

鉱
工
業
の
計
画
は
本
計
画
に
お
け
る
交
通
施
設
、
電
源
の
開
発
に
即
応
し
、
主
と
し
て
既
存
施
設
の
充
分
な
稼
動
及
び
若
干
の
増
強
を
含
め
て
策
定
し
た
。

（

イ

鉱
業
に
お
い
て
は
、
石
炭
は
機
械
化
、
経
営
の
合
理
化
等
を
条
件
と
し
て
、
昭
和
三
一
年
度
に
二
五
年
度
の
生
産
総
額
の
六
〇
％
増
す
な
わ
ち
一
、
八
四
〇
万
屯

）

の
生
産
を
目
途
と
し
、
鉱
物
に
つ
い
て
は
増
産
を
要
請
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
、
並
び
に
全
国
に
お
い
て
占
め
る
比
重
の
か
な
り
高
い
鉱
物
の
生
産
増
強
を
図
る
。

（

ロ

工
業
に
お
い
て
は
一
応
既
存
施
設
の
整
備
に
よ
る
生
産
増
強
を
図
る
こ
と
を
建
前
と
し
た
が
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
部
門
す
な
わ
ち
鉄
鋼
、
化
学
肥
料
、
セ
メ
ン
ト
の

）

設
備
の
増
強
を
企
図
す
る
。

以
上
の
計
画
に
所
要
の
資
金
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
億
円
）

区

分

総

事

業

費

国

費

そ

の

他

鉱

業

四
一
二

二

四
一
〇

工

業

四
八
五

四
八
五

－

計

八
九
七

二

八
九
五

（

四

第
一
次
五
ヶ
年
実
施
計
画
の
実
施
方
法

）

（

１

資

金

計

画

）

本
計
画
に
所
要
の
資
金
の
概
計
は
第
一
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
資
金
の
総
額
は
四
、
三
三
五
億
円
（
年
平
均
八
六
七
億
円
）
に
し
て
、
そ
の
内
容
は
公
共
事

業
費
に
属
す
る
も
の
一
、
三
〇
〇
億
円
（
年
平
均
二
六
〇
億
円

、
産
業
経
済
費
に
属
す
る
も
の
一
〇
二
億
円
（
年
平
均
二
〇
億
円

、
鉄
道
、
電
通
、
郵
政
及
び
国
有

）

）

一
五



一
六

林
の
特
別
会
計
に
属
す
る
も
の
三
二
一
億
円
（
年
平
均
六
四
億
円

、
道
費
一
六
六
億
円
（
年
平
均
三
三
億
円

、
市
町
村
費
一
五
二
億
円
（
年
平
均
三
〇
億
円

、
民
間

）

）

）

資
金
二
、
二
九
四
億
円
（
年
平
均
四
五
九
億
円
）
で
あ
る
。

以
上
の
う
ち
本
計
画
第
一
編
た
る
公
共
事
業
費
及
び
産
業
経
済
費
関
係
の
所
要
資
金
は
第
二
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
国
費
の
財
源
に
つ
い
て
み
る
に
、

北
海
道
第
一
期
拓
殖
計
画

及
び
北
海
道
第
二
期
拓
殖
計
画

の
時
代
に
と
ら
れ
た
国
費
の
財
源
措
置
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
っ
た

自
明
治
四
三
年

自
昭
和

二

年

至
大
正
一
三
年

至
昭
和
二
一
年

の
で
、

（

イ

第
一
期
拓
殖
計
画

）

毎
年
度
定
額
の
確
定
支
出
額
と
北
海
道
内
に
お
い
て
収
入
す
る
国
庫
一
般
会
計
の
歳
入
増
加
額
と
の
合
計
額

（

ロ

第
二
期
拓
殖
計
画

）

北
海
道
拓
殖
費
に
関
す
る
閣
議
決
定
事
項

（
昭
和
二
年
一
月
決
定
）

一
、
北
海
道
拓
殖
の
為
昭
和
二
年
度
以
降
約
二
十
年
間
に
施
行
す
べ
き
事
業
に
付
て
は
本
決
定
に
依
る
こ
と
。

二
、
北
海
道
内
に
於
け
る
前
年
度
一
般
会
計
歳
入
予
算
（
内
務
、
大
蔵
、
司
法
、
文
部
、
農
林
、
商
工
及
逓
信
各
省
の
収
入
を
謂
ふ
）
と
拓
殖
費
を
除
き
た
る

歳
出
予
算
（
内
務
、
大
蔵
、
司
法
、
文
部
、
農
林
、
商
工
及
逓
信
各
省
の
支
出
を
謂
ふ
）
と
比
較
し
其
の
歳
入
超
過
額
を
標
準
と
し
て
毎
年
度
の
拓
殖
費
の

財
源
と
為
す
こ
と
。

三
、
前
項
の
歳
入
歳
出
予
算
に
対
し
決
算
上
予
定
外
の
増
減
を
生
じ
た
る
と
き
は
後
年
度
に
於
て
拓
殖
費
財
源
を
増
減
す
る
こ
と
。

四
、
前
二
項
に
依
り
生
じ
た
る
財
源
の
範
囲
に
於
て
毎
年
度
予
算
編
成
に
当
り
拓
殖
費
予
算
を
決
定
す
る
こ
と
。

五
、
拓
殖
費
は
特
別
会
計
と
せ
ず
一
般
会
計
に
之
を
算
入
し
事
業
に
依
り
継
続
費
と
な
す
こ
と
。

六
、
継
続
費
以
外
の
拓
殖
費
の
各
年
度
支
出
残
額
は
会
計
法
第
二
十
七
条
に
依
り
之
を
翌
年
度
に
繰
越
使
用
し
得
る
こ
と
を
明
許
す
る
こ
と
。

七
、
国
家
事
変
に
際
し
国
庫
に
於
て
一
時
多
額
の
支
出
を
要
す
る
場
合
に
於
て
は
其
の
間
に
限
り
国
庫
支
出
金
額
に
関
す
る
前
各
項
の
規
定
に
依
ら
ざ
る
こ
と

あ
る
べ
き
こ
と
。

附

記

八
、
本
決
定
に
依
り
施
行
す
べ
き
北
海
道
拓
殖
費
の
計
画
は
方
針
と
し
て
帝
国
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
。



九
、
将
来
拓
殖
上
必
要
あ
る
と
き
は
本
決
定
に
依
り
施
行
す
べ
き
予
定
事
業
以
外
と
雖
も
財
源
の
範
囲
内
に
於
て
之
を
施
行
し
得
る
こ
と
。

北
海
道
拓
殖
費
に
関
す
る
内
務
大
蔵
両
省
協
定
事
項

（
昭
和
二
年
一
月
決
定
）

一
、
北
海
道
内
に
於
け
る
事
業
に
対
す
る
道
外
収
入
は
之
を
拓
殖
費
の
財
源
に
加
算
す
る
と
同
時
に
道
外
に
於
け
る
事
業
に
対
す
る
道
内
収
入
は
之
を
控
除
す

る
こ
と
。

二
、
特
殊
の
目
的
を
有
す
る
増
税
額
等
は
拓
殖
費
の
財
源
よ
り
控
除
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
こ
と
。

三
、
災
害
費
等
に
付
て
は
特
異
の
天
災
地
変
に
依
る
大
災
害
の
（
関
東
大
震
災
、
四
十
一
年
関
東
風
水
害
の
如
き
）
場
合
に
別
に
一
般
財
源
に
於
て
考
慮
す
る

と
同
時
に
毎
年
起
る
通
例
の
災
害
費
は
北
海
道
経
費
内
と
す
る
こ
と
。
但
し
其
の
標
準
は
過
去
の
実
績
に
徴
し
定
む
る
こ
と
。

四
、
国
防
費
並
に
恩
給
及
年
金
は
北
海
道
に
於
け
る
歳
出
よ
り
之
を
除
外
す
る
こ
と
。

以

上

今
回
の
第
一
次
五
ヵ
年
実
施
計
画
第
一
編
国
費
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
第
一
期
及
び
第
二
期
拓
殖
計
画
の
時
代
に
と
ら
れ
た
国
費
の
財
源
措
置
の
例
に
な

ら
い
、
左
の
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

（
一
）
毎
年
度
開
発
費
の
定
額
財
源
と
し
て
国
庫
一
般
会
計
よ
り
百
億
円
を
充
当
す
る
こ
と
。

（
二
）
北
海
道
内
に
お
け
る
国
庫
一
般
会
計
歳
入
と
北
海
道
開
発
費
を
除
い
た
歳
出
予
算
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
歳
入
超
過
額
を
毎
年
度
の
開
発
費
の
財
源
と

す
る
こ
と
。

（
三
）
年
金
及
び
恩
給
、
国
防
上
必
要
な
経
費
は
、
財
源
計
算
上
北
海
道
内
に
お
け
る
歳
出
よ
り
除
外
す
る
こ
と
。

右
の
構
想
に
よ
っ
て
昭
和
二
七
年
度
以
降
五
ヶ
年
間
の
国
費
の
財
源
予
定
額
を
推
算
す
る
に
、
第
一
項
の
定
額
財
源
五
〇
〇
億
円
、
第
二
項
の
歳
入
超
過
財
源

一
、
〇
五
三
億
円
、
計
一
、
五
五
三
億
円
と
な
る
。

特
別
会
計
及
び
そ
の
他
に
関
す
る
資
金
措
置
は
、
そ
の
実
施
計
画
の
具
体
化
と
共
に
別
途
考
究
す
る
も
の
と
す
る
。

（

２

所
要
資
材
及
び
労
力

）

本
計
画
第
一
編
に
所
要
の
資
材
及
び
労
力
は
第
三
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
七



（第一編及び第二編以下の分を含む） （単位千円）第 一 表 資 金 計 画 概 計 表

資 金 負 担 区 分

区 分 事 業 費 国 費 備 考
道 費 市 町 村 費 民 間

公 共 事 業 費 産 業 経 済 費 特 別 会 計

－ － －道 路 41,779,000 32,500,000 4,527,878 4,751,122
12,172,500 8,200,000 500,000 2,044,500 1,428,000港 湾 － －

－ － － －河 川 33,210,000 30,000,000 3,210,000
－ － － －砂 防 1,200,000 800,000 400,000

81,204,919 41,005,551 8,567,382 3,102,165 473,110 28,056,711農 業 －

15,641,895 7,500,400 556,000 2,344,793 2,092,987 3,147,715水 産 －

18,111,248 5,000,000 7,700,000 1,453,951 3,957,297林 業 － －

57,942,500 4,000,000 3,477,500 50,465,000住 宅 － － －

－ － －都 市 1,700,000 500,000 200,000 1,000,000
－ － －水 道 2,300,000 500,000 450,000 1,350,000

－ － － － －地 域 別 調 査 600,000 600,000
選炭研究所の設置を含む地 下 資 源 調 査 938,000 484,800 53,200 400,000－ － －

52,000,000 390,000 51,610,000電 力 － － － －

41,065,300 41,065,300鉱 業 － － － － －

48,509,000 48,509,000工 業 － － － － －

11,800,000 11,000,000 800,000鉄 道 － － － －

－ － － － －郵 政 1,900,000 1,900,000
－ － － － －電 通 11,500,000 11,500,000

433,574,362 130,005,951 10,208,182 32,100,000 16,631,987 15,189,219 229,439,023合 計



第一次五ヶ年実施計画第一編所要資金計画表第 二 表

（単位千円）－ 公 共 事 業 費 及 び 産 業 経 済 費 関 係 －

資 金 負 担 区 分

区 分 事 業 費 国 費 備 考

道 費 市 町 村 費 民 間
公 共 事 業 費 産 業 経 済 費

－ －道 路 38,079,000 32,500,000 3,027,878 2,551,122

－ － － －港 湾 8,200,000 8,200,000

－ － －河 川 33,210,000 30,000,000 3,210,000

－ － －砂 防 1,200,000 800,000 400,000

78,704,919 41,005,551 8,567,382 3,102,165 473,110 25,556,711農 業

14,141,895 7,500,400 556,000 2,177,693 2,092,987 1,814,815水 産

9,411,248 5,000,000 1,453,951 2,957,297林 業 － －

－ － －住 宅 7,477,500 4,000,000 3,477,500

－ － －都 市 1,000,000 500,000 500,000

－ －水 道 1,800,000 500,000 200,000 1,100,000

－ － － －地 域 別 調 査 600,000 600,000

選炭研究所の設置を含む地 下 資 源 調 査 938,000 484,800 52,200 400,000－ －

194,762,562 130,005,951 10,208,182 13,624,887 10,194,719 30,728,823合 計

（備 考） 以上の外国費において

1. 開発事業に従事する職員の人件費事務費 ４４億円

2. 災害復旧費及び予備費 １０７ 〃

計 １５１ 〃

あるので国費の合計は1,533億円となる。



第三表 第一次五ヶ年実施計画第一編所要資材及び労力

－公共事業費及び産業経済費関係－

区 分 鋼 材 セメント 木 材 総 数 有 技 能 無 技 能

単 位 屯 屯 千石 千人 千人 千人

45,220 208,200 261 64,117 17,385 46,732道 路

8,700 134,000 82 7,770 3,970 3,800港 湾

72,677 164,429 905 42,678 7,842 34,836河 川

61 31,200 31 1,683 159 1,524砂 防

52,008 389,180 6,631 94,536 15,175 79,361農 業

14,972 53,472 90 15,951 5,223 10,728水 産

350 8,305 80 20,205 935 19,270林 業

住 宅 －9,000 57,000 330 1,950 1,950

5,374 12,753 36 875 263 612都 市

226 339 109 426 123 303水 道

208,588 1,058,878 8,555 250,191 53,025 197,166合 計




